
令和６年度 第１回鳥取市次世代モビリティ推進会議 次第 

日時：令和 6年 7月 31 日（水） 

    10：30～11：45 

会場：鳥取市役所本庁舎６階 

    第５会議室 

１ 開 会 

２ 会長挨拶 

３ 報告事項 

（１）鳥取市次世代モビリティ推進会議の運営について 【資料１】 

（２）令和６年度自動運転社会実装推進事業の採択結果について 【資料２】 

４ 意見交換 

（１）令和６年度の実証実験について 【資料３】 

（２）無人走行（レベル４）に向けた課題について 

５ その他 

６ 閉 会 



鳥取市次世代モビリティ推進会議の運営について 

１ 「レベル４モビリティ・地域コミッティ」（略：地域コミッティ）について 

  ①自動運転の社会実装をめざす上で、関連行政機関との連携は必須 

  ②自動運転社会実装推進事業（国庫補助事業）を行う上で設置は必須要件 

２ 鳥取市における対応について 

  ①「鳥取市次世代モビリティ推進会議」を「地域コミッティ」に位置付ける。 

  ②オブザーバーとして、関係行政機関に参画いただく。 

  ③レベル４自動運転に係る許認可取得等について、専門的な議論等を行うため、

必要に応じて設置要綱第９条による分科会を開催する。 

３ 分科会について 

  分科会の基本構成員は次のとおりとする。 

構成員 自動運転移動サービス実装における役割 

鳥取市 レベル４自動運転の社会実装に向けた全体統括 

中国運輸局 レベル４車両認可に向けたサポート 

中国地方整備局 走行環境整備に係るサポート 

地方経済産業局 モビリティ産業・地域経済活性化に係るサポート 

鳥取県警察本部 特定自動運行許可・道路使用許可に係るサポート 

運行主体 運行に係る事項の検討・推進 

  ①分科会は、レベル４自動運転に係る許認可取得等に向けた議論のほか、関係行

政機関等への提出資料の作成について協議する際、必要に応じて開催する。 

②分科会の内容は、適宜、地域コミッティ内で情報共有する。 

国交省・経産省・警察庁 提供資料からの抜粋 

【背景】 

2025年度を目途に全国で無人自動運

転移動サービスを実現するために

は、地方公共団体や事業者と関係行

政機関が一体となり、地域の取組に

寄り添いながら支援していく環境を

整備することが必要

【国によるサポート体制】 

地方公共団体・事業者・関係行政機関が綿

密に連携する「地域コミッティ」の設置 

地域コミッティでは、レベル４自動運転に

係る許認可取得等に向けた課題とその対

策、工程について、情報共有及び議論 

資料１ 
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令和６年度自動運転社会実装推進事業の採択結果について 

１ 経過等 

 令和4年2～3月 鳥取砂丘東側と西側の主要観光スポットをつなぐ自動運転による

バスの実証運行を実施 

 令和4年3月  鳥取市次世代モビリティ推進会議を開催 

（鳥取市自動運転移動サービスロードマップを作成） 

 令和6年2月 鳥取駅バスターミナルを起終点に生活に必要な施設や観光地含

む路線を自動運転によるバスの実証運行を実施 

 令和6年3月  鳥取市次世代モビリティ推進会議を開催 

⇒ロードマップに沿って、「市街地」及び「中山間地」における自動 

 運転実証実験を進めることを確認 

２ 令和６年度自動運転実証事業提案内容 

   【運行コース】 

   ①市街地エリア                   ②中山間地エリア 

  くる梨コースの一部+市街地循環コース   路線バス「吉岡線」の一部 

３ 提案書等の申請 

  令和6年5月上旬 提案書の提出 

  令和6年6月上旬 採択結果の通知 

  令和6年6月下旬 補助金交付申請書提出、補助金交付決定書通知 

４ 採択結果 

   ①市街地エリアにおいて国庫補助金（補助率10/10）の採択通知 

※当初計画額は、130,465千円ですが、国からの補助金交付上限額（内示額）は80,000千円

   ②中山間地エリアにおいては不採択通知 

資料２ 

〇令和５年度に「市街地」で実施した実

証事業の検証結果をふまえ、更なる検

証と自動運転率の向上のため、「市街

地」における実証事業を継続する。

〇既存の公共交通の維持が困難となって

いる「中山間地」において、住民の移動手

段や貨客混載による物流の確保などに関

する自動運転実証事業を行うことし、中山

間地における自動運転技術導入に関する

効果や課題などを検証する。
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令和６年度鳥取市における自動運転バスの実証実験について 

１ 目的 

   ①市民や事業者へ自動運転技術を体感していただき、将来的な自動運転の社会実装

に向けて地域における自動運転の受容性を高める。 

   ②公共交通の運転手不足を自動運転技術により補うことで市民生活を支える公共交

通の維持確保に繋げる。 

２ 取組内容 

   バス乗務員の確保が困難になっている中、市街地を運行するバスについて、将来的に

自動運転化へ移行することをめざして実証実験を行う。 

   実証実験を通じて、市街地における自動運転車両の運行（レベル４走行の社会実装）に

関する課題を検証する。 

    ※令和７年度中（令和７年１２月頃）のレベル４許認可申請をめざした実証実験 

３ 事業主体 

   鳥取市（事業総括） 

    ※運行事業者：日ノ丸自動車株式会社、日本交通株式会社 

    ※運行管理支援者：WILLER株式会社 

    ※車両管理者：株式会社ティアフォー 

４ 予算額 

   80,000千円 

   ◎財源：国庫補助金（地域公共交通確保維持改善事業費補助金（自動運転社会実装推進事業））

        （補助率10/10） 

       ※当初予算額（国へ提出した額）は、130,465 千円ですが、国からの補助金交

付上限額（内示額）は80,000千円でした。 

   内示額を受けて、事業計画を変更します。 

【主な変更内容】 

変更内容 削減額（千円） 

遠隔監視システム連携内容の削減 8,250 

信号機との連携機数の減（主要交差点のみに変更） 28,050 

レベル４導入に向けた検証分析を削減（次年度以降へ） 7,700 

ワークショップ等の開催回数等を減 5,200 

ドライバートレーニング期間の短縮、その他 1,265 

削減額合計：50,465千円 

資料３ 
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５ 事業期間 

  令和6年１１～12月（予定）  ※8月中に確定予定

運行内容 運行期間・運行日数 

準備運行 １1月２5日～1２月6日（土日除く） 計１０日間 

試乗運行 12月１0日～22日（週２日程度運休予定）計11日間 

その他運行 
オペレータートレーニング：1２月6日～9日（土日祝除く） 

計2日間 

６ 運行路線  

 （１）市街地循環コース 

     鳥取BT→若桜街道→R53→鹿野街道→カメラのキタムラ角→鳥取BT 

  ①左折メイン（右折交差点は矢印信号あり）の循環コースでの自動運転率を検証する。 

  ②夕方時間帯の走行、バス停での乗降など新たな検証を行う。 

  ③鹿野街道方面も走行することで、より広く社会受容性の向上を図る。 
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 （２）お堀端ルート 

     鳥取BT→若桜街道→鳥取城跡～県庁～若桜街道～鳥取BT 

  ①令和５年度実証実験を踏襲しつつ、信号機連携を行うことによる自動運転率の向上に 

ついて検証する。 

  ②路車協調システムに関する技術的な検証を行う。  ※箇所等については計画中

★路車協調システム実証実験について   ※箇所等については計画中

   令和５年度と同様、国土交通省道路局が所管する「自動運転実証調査事業と連携した

路車協調システム実証実験」を活用した実証実験を実施。 

    ・実施方法：国、市、事業者で協定を締結して実施 

            路車協調システムの設計、設置、維持管理等は国が実施 

    ・事 業 費：国が費用負担（自治体財政負担なし） 
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７ 使用車両 ※昨年度と同様 

車両名 
ティアフォー製 Mini Ｂｕｓ 
（株）ティアフォーが所有する車両をリース 

導入車両 １台 EV車両 

自動運転レベル 
レベル4相当 
（実証は有人運転のためレベル２で運行） 

車両定員 25人（客席15席＋運転席1席＋立ち席9人 

試乗枠の定員 １１人 

運行速度 最高速度70㎞/時 （実証時速度35㎞/時） 
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出典：バスなど公共交通への自動運転サービスの導入に向けたガイドライン（東京都、令和6年3月）
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出典：警察庁


